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１．研究計画の概要 
(1) 寒流域と暖流域という異なる生態系にお
いて、浅海資源の再生産がどのように行わ
れ、人間が資源の再生産にどのように関わ
ると、更新可能な資源として将来にわたっ
て持続的利用が可能になるかを生態学的
に明らかにする。 

(2) 野外調査と野外および室内実験によって、
対象とする浮魚資源、底魚資源、岩礁資源、
干潟資源の生態学的特性を明らかにする。 

(3) それぞれの資源について、(2)で明らかに
なる生態学的特性に基づいて、資源の管
理・増殖の新しい考え方と方法を提示する。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 浮魚資源として、相模湾のイワシ類（マ
イワシ、カタクチイワシ、ウルメイワシ）
の初期生態に関する知見を集中的に蓄積
した。季節的周期をもって同所的に出現す
るイワシ類仔魚（シラス）の生物学的特性
の種特異性が明瞭に認識され、シラス資源
としての合理的な利用を考える基礎が得
られた。一方、北海道沿岸まで北上回遊し
たマイワシ当歳魚群が、産卵期前半の早春
孵化群であること、低水温にもかかわらず
海域の高い餌生物生産力によって、相模湾
の群と同程度に成長できることも明らか
となり、沿岸資源と沖合回遊資源との比較
が可能となった。また、宮古湾内で産卵す
るニシンについて、初期生態に関する知見
を報告し、北海道春ニシンの歴史的資料解
析を進めた。 

(2) 底魚資源として、異体類の生態的知見を
若狭湾と仙台湾で蓄積した。成長速度や生

残率が両湾で異なるという南北差が見ら
れること、天然発生群の水準が沿岸成育場
への来遊率の年変動によって決まること、
天然稚魚の室内実験データに基づく最適
放流条件群の回収率が、従来の回収率を大
きく上回ったこと、などの知見が蓄積され、
自然変動に応じた資源の利用と稚魚放流
のあり方を考える基礎が得られた。 

(3) 岩礁資源として、アワビ類が生息する暖
流域と寒流域の岩礁域生物群集を対象と
し、群集を構成する生物群の季節的密度変
化や安定同位体分析によって緻密な知見
を蓄積した。また、岩礁域群集中における、
アワビ類の生態に関して、稚貝期における
食性変化や捕食者の特定、放卵・放精行動、
浮遊幼生の岩礁域への輸送過程について、
水槽実験やモデルシミュレーションを用
いて新たな知見を集積した。産卵親貝群の
保全とそれを補完する稚貝放流を基本と
する岩礁資源の管理・増殖の考え方が形作
られてきた。 

(4) 干潟資源としてアサリの生態的知見の蓄
積を進めた。安定同位対比分析の結果、北
海道から九州の各海域で、底生珪藻と浮遊
珪藻に対する依存度が異なること、給餌実
験によって、珪藻の細胞殻の壊れやすさに
依存してアサリに対する餌料価値が大き
く異なること、などがわかった。アサリの
生態学的知見の蓄積は少なかったが、これ
らの新たな知見を得て、干潟資源量変動の
基本要因と、資源の合理的利用を考える基
礎が得られた。 
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① 当初の計画以上に進展している。 
 浮魚資源、底魚資源、岩礁資源、干潟資源
のそれぞれについて、対象生物の生態的特性
として当初想定していたことを大きく超え
た新しい知見が蓄積されている。浅海資源の
管理手法と増殖手法の最適な用い方を提言
できる確かな見通しが得られた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度である 2010 年度に、これまで 3

年間で得られた４資源の生態的特性に関す
る知見を総合し、「南北差」、「レジームシフ
トに対する応答」など４資源に共通する特性
を横糸とし、「表層域」、「低層域」、「岩礁域」、
「干潟域」という生息環境の違いを背景とす
る４資源で異なる特性を縦糸として、浅海資
源を統合的に理解することで、資源の管理手
法と増殖手法の組み合わせの最適解を得る。 
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